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[image: ]エネルギー問題、医療あるいは環境問題におけるイノベーションが渇望されているなか、炭素材料はメタルフリー、安価、軽量などの理由で非常に利用価値が高まってきている。我々は、炭素材料のなかでも酸化グラフェン（GO）をスーパーマテリアルと位置づけ着目している。元来グラフェンの作製は、粘着テープによって剥離・転写するという生産性・再現性に乏しい手法が用いられてきた。これに対し、GOを化学的単層剥離、電気化学的あるいはパルスプラズマにより合成することで、安価で大量にGOおよびその還元体であるrGOの作製を可能にした。我々の研究目標は、GO、rGOおよびそれらのハイブリッド材料の特性を精密に制御することにより、エネルギー、医療、環境問題を国内の企業とともに研究開発および技術創発することである。またGOおよびrGOは実用性の極めて高い材料であり、国内産業の発展に真に寄与する。
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